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 今号は十戒の第八戒です。まず、大前提

として聖書の世界観を確認します。聖書に

は「地とそこに満ちているもの 世界とその

中に住んでいるもの それは主のもの。」（詩

篇24:1）とあります。聖書は自己所有の考

え方を否定しませんが、根本的に全ての物

の真の所有者は神であると教えます。私た

ちは、その管理を任されている立場であり、

究極的には、「自分のもの」と呼べるものは

何一つありません。（この関連性について

「コラム」をお読みください。） 

これを前提にしつつ「盗み」についてで

すが、分かりやすいものでは泥棒に始まり、

暴力を用いる強盗、店員の目を盗む万引き、

会社のお金を盗む横領などがあります。ひ

とつ、私には神学校時代（牧師養成機関）の

忘れられないエピソードがあります。寮の

会合があった際、ある神学生たちが遅れて

小走りで入ってきました。その時に舎監の

先生が「あなたがたは人の時間を盗んでい 

 

る」と言われました。それまで私にその感

覚はなかったのですが、確かに遅刻は定刻

通りに集まっている人たちの時間を盗んで

いる行為だというのを認識しました。また、

時間や実際に他者のモノを盗む以外のこと

もあります。例えば、経営者ならば賃金の

不払い、商売人ならば不正な秤も盗む行為

です。ある学者は盗みについて次のように

説明しました。「隣人の生活を損なう『盗み』

は、結局のところ自己愛の一つの変形にす

ぎません。自分さえ良ければ他人の生活が

どうなろうとかまわないという自己中心性

の現れです。」確かに、盗みは自分の欲求を

満たすための行為であり、自己中心の現れ

と言えます。 

では、少し視点を変えて、この教えを積

極的に理解し、実践するにはどうしたら良

いでしょうか。聖書は次のように教えます。

「盗みをしている者は、もう盗んではいけ

ません。むしろ、困っている人に分け与え

「盗んではならない。」 

【出エジプト記 20章 15 節】 



るため、自分の手で正しい仕事をし、労苦

して働きなさい。」（エペソ4:28）これは第

八戒を発展させた積極的な教えです。ここ

では盗むことを禁じた上で二つのことを教

えます。第一は、困っている人に分け与え

ること。第二は、自分の手で正しい仕事を

し、労苦して働くことです。先に後者につ

いてですが、ここでは自分の手で仕事をし、

汗水垂らして働きなさい、と教えます。そ

して、より積極的な教えが前者です。私た

ちは自分で労苦して得たお金は、自分のた

めに使いたい、家族のために使いたい、と

考えるかもしれません。もちろん必要なモ

ノを買うことやレジャーを楽しむことも大

切です。しかし、より積極的に困っている

人のために自分の財を用いるように、と聖

書は教えます。自分のためだけに生きるの

は貧しい生き方です。ある牧師は「盗むこ

との対義語は、『盗まない』ことではなく『助

けること』『分け合うこと』」だと言いまし

た。この生き方を文字通り実践されたのが

イエス・キリストです。イエス様は『受ける

よりも与えるほうが幸いである』と言われ、

貧しい人に寄り添い、隣人の益のために生

きられました。そして、最後にはご自身を

十字架にまで献げてくださいました。私た

ちがこのイエス・キリストを心にお迎えす

る時、自分が富むことを喜ぶ人生から、他

者に仕えることを喜ぶ人生に変えられます。

自分を富ませるだけの経済活動から、隣人

を生かしていくための新しい経済活動へと

変えられます。この変化は、イエス様の十

字架の犠牲の素晴らしさに目が開かれる時

に起こります。救いの喜びに生かされ、真

の自由の中を生きて頂きたいと願います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～集会案内～ 

〇日曜日：第一礼拝 9:00～ 第二礼拝11:00～  〇水曜日：聖書研究祈祷会 10:30～12:00 

教会学校 10:10～10:40（子どもは第二、第四週目、大人は第三週目）19:30～21:00 

〇毎月第2火曜日：ユニケの会 10:30～12:00（子育てなどをしている方のための集い） 

★サクサクチャンネル（YouTube）もぜひご覧ください。教会の HPから見ることができます。 

聖書に関する疑問等ございましたら、遠慮なくご連絡ください。また、当教会は、エホバの証人やモル

モン教、統一教会等とは一切関係のない、プロテスタントキリスト教会です。 

 

◆牧師のコラム 

冒頭に聖書の世界観を確認しましたが、ここ

では献金の考え方について書いておきます。

旧約聖書のマラキ書には十分の一献金の勧め

があります。そこでは、それをしていないイ

スラエルの民に向かって、神様が「あなたが

たは、わたしのものを盗んでいる」と厳しく

語られたことが記されています。私たちは与

えられた全ての物が神様のものであり、その

感謝を表すために収入の十分の一を献金しま

す。ある牧師は「『所有してはいけない』ので

はなく、神との交わりによって自らの所有し

ているものを管理し、生かし、用いることを

第一のこととするのです」と言いました。こ

れは財産だけでなく、時間なども含めて神様

の所有の中にあり、私たちはそれらを適切に

管理することが求められています。 


